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経済協⼒開発機構
Organisation for Economic Co‐operation and Development (OECD)
設⽴：1961年
本部：パリ（センター：ベルリン、東京、メキシコ、DC）
加盟国：38か国（⽇本の加盟1964年）

主に加盟国の 1)経済成長
2)貿易自由化
3)途上国支援

に関する政策協調や国際ルール作り
「世界最⼤のシンク（ドゥー）タンク」

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000038671.pdf
（ハイライトは筆者）

総職員数：約4000⼈
専⾨職：約2000⼈
⽇本⼈：約90⼈（4％）

OECDとは



3OECD開発センター概要（外務省HP）https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/about/doukou/page23_001055.html
OECD開発センター和⽂パンフレット https://www.oecd.org/dev/BrochureDEV_JA_HD_APRIL_2017_web.pdf

54加盟国地域構成：
アジア（8か国）
アフリカ（10か国）
ラテンアメリカ（15か国）
欧州（21か国）

※ジェンダー平等、社会保障、
インフォーマルセクター、⾼齢
化、産業構造改⾰、イノベー
ション、低炭素経済への移⾏、
移⺠と開発、若者の福祉、質の
⾼いインフラ投資

• ケネディ⽶国⼤統領が先進国と途上国が対等の⽴場で「共同で経済開発の問題を研究」することのできる
フォーラムを提案したのを機に、1962年にOECD下部組織として設⽴。

• 開発途上国、新興国が、拠出⾦負担も伴う対等な構成メンバー国として参画し、開発課題・経済政策（※）に
関する調査・研究や、政策対話やセミナーを通じた知⾒・経験の共有・普及、政策オプションの提供を⾏う。

https://youtu.be/tVO4HifEqEk

OECD開発センター OECD Development Centre OECD開発センター
の概要



SDGグローバル指標5.1.1公式モニタリングデータ
OECD「社会制度とジェンダー指数
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GENDER INDEX）」



社会制度とジェンダー指数（SIGI）
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• ⼥性や⼥児の権利の制約となっている公式・⾮公式の法律、社会慣習に関す
る国家間の⽐較を可能にするグローバルな指標（2009年〜）

• ⼈々の意識や態度・事実上の差別に関する質的・量的データの組み合わせ
• 世界180か国のデータを収集、ランキングを発表（データが揃う120か国）
• グローバル指標SDG 5.1.1*の公式モニタリングデータ

性別に基づく平等と差別撤廃を促進、実施及びモニターするための法律の枠組み
が制定されているかどうか

• ⼥性と⼥児の⽣涯を通じ重要な社会・経済的影響を及ぼす4つの側⾯
– 家庭⽣活、⾝体（暴⼒含む）、経済活動、公的⽣活

• SIGI 分析フレームワーク は国別分析に適⽤可能

結果

根本要因

労働参加
賃⾦格差

児童婚

⾦融アクセス

⼥性性器切除
（FGM）

⼥性に対す
る暴⼒

司法制度上
の制約、慣習

⼟地所有権の制約

⼥性政治家リーダー
の不在

⽔⾯下で起きているこ
と（根本要因）を
データとともに紐解き
エビデンスを提供
→格差の是正を⽬指す

そもそも権利
はあるか？

機会が奪われ
ていないか？

2023年3⽉16⽇
CSWサイドイベント
にて第5版を出版

無償労働

意識・態度
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４領域

16の指標（4×4）

各指標に対し、
法的枠組み、
考え方/態度、
実態/慣習
の変数を設定

⾝体家庭
⽣活

経済
活動

公的
⽣活

児童婚

離婚

家事育児等

相続

⼥性性器切除 政治参加

不⾃然な男⼥⽐

性と⽣殖

⼟地所有

⼟地以外資産

⾦融アクセス

職場の権利

市⺠権

移動の⾃由

暴⼒

司法アクセス

上記それぞれの指標に対し（全16指標）以下3側⾯の変数

法的枠組み 実態/慣習考え⽅/態度

ジェンダー不平等
の根本要因となる
差別的な社会制度
に関する包括的な
理解を可能にし
「氷山の水面下で
何が起こっている
か」を紐解く
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分析フレームワーク

「⼥性に対する暴⼒」

法律
Law

variable

実態/慣習
Practice
variable

態度
Attitudes
variable

暴⼒（配偶者間
暴⼒、レイプ、
セクハラ等）か
ら⼥性を保護す
る法制度がある
か

「場合によって
は妻を殴っても
よい」と考える
⼥性（15−49
歳）の割合

⽣涯において配
偶者間の⾝体
的・性的暴⼒を
体験した⼥性の
割合

「職場における権利」

法律
Law

variable

実態/慣習
Practice
variable

態度
Attitudes
variable

職場において男
⼥が平等な権利
と機会を享受し
ているか

「本⼈が望むな
ら⼥性が家の外
で仕事を持って
もよい」という
考えに反対する
⼈⼝の割合

仕事において管
理職を担う⼥性
の割合

公的な法律が男⼥平等でも、慣習法などが差別的だと、実態とし
て⼥性の機会や権利が奪われるため（途上国で特に多い）⾮公式
な法律（慣習法等）も考慮

影響を受ける⼥性の⼈⼝割合が⼩さくても、すべての⼥性を取り
残さない観点から、差別的な社会制度であると判断
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態度：社会通念や⼈々の態度が⼥性や⼥児の⾏動に与える重
要な影響に鑑み、変数に組み⼊れる
【例】
• 「専業主婦は有償労働と同様にやりがいがある」と考える

18歳以上の⼈⼝割合
• 「妻が夫より収⼊が⾼いと問題が⽣じる」と考える18歳以

上の⼈⼝割合
• 「⺟親が有償労働を⾏うと⼦どもは苦しむ」と考える18歳

以上の⼈⼝割合
• 「DV: 特定の理由があれば夫は妻を殴っても良い」と考え

る15−49歳の⼥性の割合
（料理を焦がした、夫と⼝論した、夫に⾔わずに外出等）

• 「⼥性器切除の慣習は続くべき」と考える⼥性の割合
• 「⼥性が外で有償労働をすること」に反対する男性家族
• 「男性は⼥性よりも良い政治家となる」と考える⼈の割合

社会通念や、⼈々の態度が結果に与える影響を勘案

これらの情報は収集しづらく⼿間も予算もかかるが、
⽔⾯下で起きていること（根本要因）を理解するため
に重要



9180か国に対する312の質問→法・態度・実態の27の変数→16の指標→4領域→SIGI値（120か国）

公的制度のみならず法的抜け⽳や実態も把握し、根本要因を
あぶり出すことを志向する312の質問票にて180か国の⼀次
データを収集。国際的な好事例や基準も参考に、各国政府、
国際機関、ジェンダー専⾨家、法律専⾨家、市⺠団体、財団
等の協⼒を経て、 客観性を担保。

312の質問

専⾨家間で合意
したコーディン
グ⽅法で処理
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社会制度の不平等の度合いによって国をランク付ける

差別的な社会制度を理解するエビデンス・データの提供、それに基づくと明確な政策提⾔

社会制度におけ
る性差別

ランク付けされた
国の中での割合

⾮常に低い
(0% ≤ 20%):

32か国、27％

低い
(20% ≤ 30%)

43か国、36％

中程度
(30% ≤ 40%)

16か国、13％

⾼い
(40% ≤ 50%)

17か国、14％

⾮常に⾼い
（>50%)

12か国、10％

Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of international frontiers and
boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/

120か国
アフリカ31か国
北⽶・中南⽶20か国
アジア⼤洋州33か国
ヨーロッパ36か国

グローバルに⽐較す
るデータを提供
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SIGIデータベース、ウェブサイト (SIGI products (1))

政策⽴案者、専⾨家、研究者、市⺠ユーザーに
エビデンスを提供

SIGI 
database

GID‐DB 
database

国別プロファイル
Country profiles

• Fully‐referenced legal assessments of 
countries’ legal frameworks

• Cover 180 countries

• Reflect data collected by the OECD 
Development Centre

データベース
Databases
OECD.Stat

SIGIウェブサイト
SIGI website
genderindex.org

Computed scores of 
dimensions and overall 

index

Basic variables:

Prevalence rates
Attitudes
Law scores

https://www.genderindex.org/

Gender, Institutions 
and Development 
Database (GID‐DB)

SIGI策定過程
で収集した
データを公
共データと
して提供
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SIGI国別プロファイル（SIGI HPからダウンロード可）

カバーページ 分析ページ
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SIGIグローバル報告書、地域分析、国別分析、テーマ別分析
（SIGI products (2))

グローバル報告書
Global analysis

地域分析
Regional analysis

国別分析
Country studies

差別的な社会制度を理解するエビデンス・データの提供、それに基づく明確な政策提⾔

テーマ別
Thematic studies



社会制度とジェンダー指数（SIGI）
データで紐解くジェンダー不平等
（2019年グローバルレポートより）



世界の状況、先進国の状況、地域ごとの状況

15

世界全体

30

OECD

17

アフリカ→アジア太平洋→東南アジア→ 中南⽶
→ 北⽶→ヨーロッパの順に不平等な社会制度

Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of
international frontiers and boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/



16

第⼀領域：家庭⽣活 Discrimination in the Family

法の未整備
 22か国で児童婚が合法
 127か国で⼥性世帯主に

差別的法律
 29か国で⼥性と⼥児に

差別的な相続権
差別的な慣習法
 45か国で不平等な離婚
 55か国で妻や娘に不平

等な遺産相続
差別的な社会規範
 ⼥性は男性の2-10倍の

無償ケア労働に従事
 世界⼈⼝の50％が働く

⺟親を持つ⼦は不幸で
あると考える

Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of international frontiers
and boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/

不平等度
「⾼い」

世界全体

44

４領域のなかで最も
不平等度が⾼い
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第⼆領域：⾝体 Restricted Physical Integrity
 暴⼒に関する不平等度

合いは40％
 性と⽣殖に関する権利

の不平等度合いは31％
 アフリカとアジアで

FGMとMissing Women
が深刻

 ⼥性に対する暴⼒に対
する包括的な法的枠組
みを持つ国は皆無

 世界の3分の1の⼥性が
DVの被害経験者

 データ⼊⼿可能な29か
国のうち23％の⼥性・
⼥児がFGMは継続すべ
きと考える

 39％の⼥性・⼥児（15-
49歳）がFGMを経験

 アルメニア、アゼルバ
イジャン、中国、イン
ド、ベトナムで0-4歳の
不⾃然な男⼥⽐
（110/100以上）Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of international frontiers

and boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/

世界全体

22
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第三領域：経済活動 Restricted Access to
Productive and Financial Resources

 ⼟地所有、その他資産
所有、フォーマル経済
へのアクセスは⼥性の
⾦融包摂に重要な役割
を有し、その逆も然り
（⾼い相互関連性）

 88か国が特定の職業に
就くことを禁⽌

 34か国において、夫の
みが婚姻後に形成され
た資産を執⾏できる

 123か国で、伝統法、宗
教法、慣習法等が⼥性
の⼟地所有を制限

 ⼥性は全⼟地の15％し
か所有していない

 ⼥性は全世帯主の21％
 ⼥性は全管理職の24％

Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of international frontiers
and boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/

世界全体

27
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第四領域：市⺠⽣活 Restricted Civil Liberties
 49か国で⼦や配偶者の国

籍決定について不平等
 欧⽶では治安への不安か

ら⼥性の移動の⾃由度に
制約

 いくつかの国で⼥性の海
外旅⾏に制約

 慣習法が⼥性の住む場所
を選ぶ権利、両親訪問を
含む旅⾏の権利を制約

 ほぼ全ての国で⼥性は投
票権、参政権を持つ

 111か国で⼥性の政治参
加促進取組（クオータ制
等）がある

 ⼥性の議員数は男性の4
分の１以下

 全世界の半数が、男性の
⽅がよい政治家と考える

 ⼥性⼥児のニーズに配慮
した司法制度を有するの
は61か国のみ

Note: This map is without prejudice to the status of or sovereignty over any territory, to the delimitation of international frontiers
and boundaries and to the name of any territory, city or area.
Source: OECD (2019), Social Institutions and Gender Index, https://stats.oecd.org/

世界全体

29
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SIGIで⾒るジェンダー平等に向けた進展

2009 202320192012 2014
第1回グローバル報告書 第２回グローバル報告書 第３回グローバル報告書 第４回グローバル報告書 第５回グローバル報告書

SIGI第３版（2014年）→SIGI第４版（2019年）：
 15か国が、法的な例外を排除することにより初婚の年齢を遅らせるための法的枠組みを強化
 2か国が、⼥性の相続に関連する差別的な法的規定を撤廃
 15か国が、家庭内暴⼒を犯罪とする法律を制定
 2014年以降、3か国が⼥性性器切除（FGM）を犯罪と認定
現在までに、
 164か国が、⼟地の所有・使⽤・決定・担保使⽤について男⼥平等の権利を明確に認める
 有給の産休は2か国を除くすべての国で保証。91か国が有給の育児休暇を義務付け。
 DVの社会容認を信じる⼥性の割合は2012年（50%）→2014年（37%）→2018年（27%）

 スーダン：2014年から2018年の間にFGMを⽀持する⼈⼝の割合が27％から18％に減少
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https://www.genderindex.org/
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OECD諸国と⽇本 〜SIGI Policy Simulatorより〜
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High Income Countriesにおける⽇本の位置づけ
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SIGI国別プロファイル
https://www.genderindex.org/wp‐content/uploads/files/datasheets/2019/JP.pdf
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⽇本の位置づけ
SIGI値 1. 家庭 2. ⾝体 3. 経済 4. 市⺠⽣活

世界平均 29.50％ 39.39％ 21.23％ 26.50％ 28.10％

1位 スイス
8.10％

スイス
0.10％

カナダ
4.20％

スウェーデン
2.10％

セネガル
3.60%

120位 イエメン
64.00％

イラン
89.90％

ギニア
56.90％

カメルーン
77.70％

イエメン
75.80％

⽇本 54位
24.00％

7位
20.20％

64位
21.30％

71位
29.60％

68位
24.80％

OECD平均 17.32% 25.06% 13.06% 12.92% 16.71%
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SIGI Country Study 国別分析
その国特有の差別的な

社会制度を数値化

対象国の公的統計局に対す
るジェンダー平等に向けた
分析、統計能力の強化

国内の格差に関する分析

国家政策の強化に向け
たエビデンスの提供
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SIGI 国別分析 2.0 （進化系）– コートジボワール

それがジェンダー規範が教育にどう
影響しているか分析し、政策提言

国別のジェンダー規範の調査分析
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W20（G20エンゲージメントグループ）との協働
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社会制度とジェンダー指数（SIGI）
2023年3⽉にSIGI第5版、2023年夏に第5回グローバルレポートを発⾏予定

2009 202320192012 2014

第1回グローバル
報告書

第２回グローバル
報告書

第３回グローバル
報告書

第４回グローバル
報告書

第５回グローバル
報告書

グローバル 地域（ユーラシア、中南⽶、東南アジ
ア、アフリカ）

国別分析
（ウガンダ、ブルキナファソ、

コートジボワール）

テーマ別
「男らしさ」

2023CSW
SIGIデータ第５版
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https://twitter.com/YuasaAyumihttps://www.linkedin.com/in/ayumiyuasa/

Thank you
ご清聴ありがとうございました

結果

根本要因

労働参加
賃⾦格差

児童婚

⾦融アクセス

⼥性性器切除
（FGM）

⼥性に対す
る暴⼒

司法制度上
の制約、慣習

⼟地所有権の制約

⼥性政治家リーダー
の不在

そもそも権利
はあるか？

機会が奪われ
ていないか？


